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◇心を癒やす読み聞かせ 

６月８日から１５日まで「あじさい読書」として，業前活動の時間に読み聞かせを行いまし

た。「あじさい読書」は，本校教職員の他，毎年地域から多くの方々にボランティアとして参

加していただくことで実施することができています。 

子どもたちは，本の読み聞かせが大好きです。私も３年生に読み聞かせを行いましたが，楽

しそうに聞き入り，感想まで言ってもらえて，とてもうれしい気持ちになりました。一冊の本

の物語から語り手，聞き手が感情を共有し，豊

かな時間の流れをつくり出す読み聞かせは，国

語力の向上以上に人々の心を癒やす素敵な行い

だと考えています。 

秋には，「どんぐり読書」としてもう一度実

施する予定です。これからもこの活動を大事に

していきたいですし，ぜひ多くの方に関わって

いただけたらうれしく思います。 

今回ご協力いただいた方々は以下の通りで

す。お忙しい中，ご協力いただきありがとうご

ざいました。 

マジックポッケ ○○○○○さん   ○○○○○さん   ○○○○○さん   

○○○○○さん   ○○○○○さん 

地域ボランティア ○○○○○さん   ○○○○○さん 

保護者・おうちの方 ○○○○○さん   ○○○○さん    ○○○○さん 

○○○○さん 

 

◇修学旅行に行ってきました 

〈子どもたちが決めた修学旅行クラスのめあて〉 

 

 

 

 

 

６月１４日（水）から１６日（金）の２泊３日の日程で，６年生５名が参加する修学旅行を

実施しました。当初天候が心配されましたが，普段からの行いの良さのためか，ほとんど雨に

降られることもなく，予定通り３日間を終えることができました。また，誰一人具合が悪くな

ったり，怪我をしたりすることなく，全員元気で過ごすことができたことをうれしく思います。 

・みんなで協力して楽しい修学旅行にしよう。 

・お世話になる人の話をよく聞いて，しっかり学習しよう。 

・気持ちのよいあいさつをし，感謝の気持ちを持って行動しよう。 



私も引率として同行しましたが，子どもたちのすばらしい面をたくさん見ることができた楽

しい３日間となりました。子どもたちが決めたクラスのめあてに沿って紹介したいと思います。 

まず，あいさつがしっかりできて礼儀正しいこ

とです。誰に対しても大きな声であいさつをす

ることができますし，何かしてもらった時に

は，きちんとお礼を言うことができます。ちょ

っとしたことですが，お礼を言われたほうはと

ても気持ちの良いものです。そのため，どこに

行っても気持ちよく対応していただくことがで

きましたし，引率しているこちら側もすがすが

しく，また誇らしい気持ちで３日間を過ごすこ

とができました。「ありがとうございます」と

いう言葉は，人間関係をよくする魔法の言葉であると改めて思いました。 

次に，子どもたち５人がよく相談したり，協力したりして活動することができたということ

です。何かするときには必ず全員で声を掛け合う

ことができていましたし，決めたことは力を合わ

せて実行することができました。意見がある時に

は、お互いに言いたいことを言い合えるという関

係や，活動の中でちょっとした気遣いができるこ

とが素晴らしいと思いました。この修学旅行は，

５人にとって一生の思い出になるでしょうし，５

人の関係をこれからも大切にしていってほしいと

思いました。 

最後に，人の話をきちんと聞くことができた３

日間であったということです。特に１日目は鎌倉でたくさん歩きかなり疲れたのですが，その

中でも話を聞くときには，話をしてくれる人の方を向き，うなずいたり何かしら反応したりし

ながら聞くことができていました。建長寺では，栖雲寺の青柳住職からお話を聞いたのですが，

普段では入ることができない場所にまで入らせてもらい，貴重なものを見たり，話を聞いたり

することができました。楽しむときには思い切り楽しみ，聞くときにはきちんと聞くという気

持ちの切り替えができていたところがすばらしかったです。 

その他にも，宿舎でのルールを守る，公共の場に

ふさわしい行動をとるなど，学校の代表として恥ず

かしくない振る舞いを見せてくれました。これらの

姿は，ぜひ下級生にも受け継いでいってほしいと思

いますし，そうなるように普段からの指導を行って

いきたいと思います。ご家庭でのご指導も引き続き

お願いいたします。 

修学旅行の実施にあたっては，保護者の皆様をは

じめ，多くの方々のご協力・ご支援をいただきまし

たことに感謝いたします。ありがとうございまし

た。 


